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オーラルセッション ― 報告概要

ブランド研究はどう発展すべきか?
― 被引用上位 2000 位までのブランド研究論文から見えてきた40のトピック ―
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I. はじめに
本研究では1825 年から2020 年現在に至るまで2000 本

のブランド関連論文を構造的に整理し，これからのブラン
ディング研究へのインプリケーションを導出することを目的と
する。

II. 文献レビューのプロセス
Springer 社の論文データベースであるScopusを利

用した。抽出条件は，論文のタイトルに「brand」もしくは
「branding」が含まれる論文とした。対象となる文献数は
18,242 件であった。そこから，被引用数の多い順に2000
本の論文を抽出した。得られた書誌情報のうち，Abstract

（妙録）部分をLDA（Latenet Dirichlet Allocation）を
用いてトピックに分類した。データの前処理を行い，文書数
2,000，語彙総数 7,393から2,213 語彙を抽出して分析に利
用した。最も周辺尤度が高くなったモデルである，トピック数
を40としたモデルから学習した結果を考察の対象とした。

III. 分析結果

1. ブランド研究のトピック全体構造
トピック数が40と多い（図 1）ため，本研究ではより全体

構造の理解に資するよう「Brand Strategy theory：ブ
ランド戦略論」「Brand Consumer theory：ブランド消
費 者 行 動 論 」「Brand Communication Management 
theory：ブランドコミュニケーション論」「By Industry 
theory：産業別ブランド論」「Minor Topic：その他の議論」
の5つの大分類を提案した。

IV. おわりに

1. 考察とインプリケーション
本稿では5 点の考察を行った。（1）LDAを用いてデー

タドリブンでトピック分析を行った結果，ブランド戦略論を構
築する上で最も重要な議論の一つであるブランド・ポジショ
ニングに特化したトピックが抽出されなかったこと。研究者
はブランドポジショニングを今一度体系的に捉え直し，実務
家がその知を実践に移せるようポジショニングにまつわる研
究を活性化すべきである。（2）ディシプリンの多様性の少な
さ。数理的なシミュレーションやブランド認知構造のモデリン
グ，ゲーム理論を用いた議論展開などは少数にとどまり，ブ
ランド研究は社会科学，特に認知心理学の知見に偏ってい
る。（3）デジタル化を意識した研究の盛り上がりの弱さ。確
かにT31に見られるようにデジタル環境でのブランドマネジ
メントを扱うトピックは存在するが主要なジャーナルでの議論
は少ない。（4）質的調査の重要性。ブランド研究で被引用
数の多い論文，例えば Fornier（1996）やAaker（1997）
はケーススタディやエスノグラフィなど質的調査を丹念に用
いて仮説やモデルの構造化を行っている。我が国の研究
でもブランドに関連する質的な研究の蓄積がさらに求めら
れる。（5）今後のリサーチアジェンダ。ブランド戦略論の観
点からは，デジタル時代のファンベースを研究テーマとして
掘り下げるべきである。他には，満足・ロイヤルティ・コミット
メントのテーマでデジタル時代のブランドを扱う研究，CSRを
意識しつつデジタル時代の共創をテーマに研究を深める必
要があろう。
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図 1　40トピックの全体構造
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